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（公財）中部電気利用基礎研究振興財団　研究助成申込書

(西暦)　　　　年　　　月　　　日

公益財団法人中部電気利用基礎研究振興財団　理事長　　殿
申込者
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふり),氏)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(がな),名)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日(西暦)　　　　年　　　月　　　日   　 才
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属機関・部局・学科・役職・学位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号・FAX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail

                                                 　　       　　　                      

以下のとおり（公財）中部電気利用基礎研究振興財団研究助成に申し込みます。
	1 研究題目



	2 キーワード(5語記入ください)


	3 申込種別と研究期間（該当するものを○で囲んで下さい）
A1研究　・　A2研究(1年・2年)　・　A3研究(1年・2年) 
	4 助成申込金額
　　　　　　　　　　万円

	5 主な共同研究者

   氏　名    　所属機関・部局・学科・役職・/e-mail


　研究助成候補として推薦いたします

　　　　　　　　　推薦者　所属・役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（当財団理事、監事、評議員の方は推薦者となれません）
　　　　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　
	6 研究のねらい　＊財団の助成の趣旨（応募要領1頁「１．助成の趣旨」）との合致についても記入下さい。
7　研究概要（全角150字以内で、目的・有用性を平易に要約して下さい。）


	 8 研究実施計画の大要　
＊A2・A3研究で研究期間2年を選択の場合は1年目と2年目に分けて記載願います。

	 9-①ア.当該研究について他機関から助成（科研費補助金を含む）を受けた実績または受ける予定がありましたら、その助成機関、時期、金額を記入ください。
イ.上記以外に過去5年間において、他機関から受けられた研究助成金（科研費補助金を含む）がありましたら、その研究件名、助成機関、時期、金額を記入ください。＊書ききれない場合は8ページ以降に記載するか、別のファイルを添付ください。いずれも様式自由。
-②当財団より過去に研究助成を受けた実績がありましたら、研究件名、時期、金額を記入ください。また、今回お申込みの研究との相違点や関連性についても記入ください。


	10 研究経費の所要額（助成金申込額）の内訳

＊使途については、最終頁に記載の費目に限ります。参照のうえ記入ください。
＊装置類の購入については、メーカー名、型式、仕様等を、旅費（特に海外渡航費）につきましては、目的、行先、

時期等をできるだけ具体的に記載願います。

 ＊研究、A2・A3研究で研究期間2年を選択の場合は1年目と2年目に分けて記載願います。


	11 国内および国外における当該研究分野の現状


	12申込者（代表研究者）の略歴（学協会等での受賞・表彰歴を含む）

	13 代表研究者または研究グループの当該研究分野に関する現在までの主要業績、主要発表論文の表題、著者（共著者を含む）および発表先

上記主要発表論文のうち２編以内をPDFファイルで添付してください。　原則として返却いたしませんのでご了承ください。


14 希望審査分野について
　今回申請したテーマについて希望する審査分野を　①電気(電力・機器・材料・計測)②電子（材料・デバイス・回路）③情報（計測・制御）④通信⑤応用物理⑥土木⑦建築⑧機械⑨応用化学⑩メカトロニクス⑪新素材(物理・材料・物性)⑫エネルギー⑬環境⑭バイオ⑮複雑系科学⑯農水産⑰家政⑱保健衛生⑲技術史⑳その他（　　）　　の中から希望順に３つ記入してください。　新素材、環境、家政のように広い分野にわたる場合および特定分野に多数の応募が集中した場合には、こちらで審査分野を調整させていただきますのでご承知おきください。

　　　　　　
	第1希望
	第2希望
	第3希望


　　　　　

15 その他参考事項

今年度の本財団の助成事業について、どのようなきっかけでお知りになりましたか。

該当するものに１つだけ○印をつけて下さい。

　　　ア　大学内で回覧があった

　　　イ　財団のニュースレターを見た

　　　ウ　財団のウェブ・サイトを見た
　　　エ　『助成財団－募集要領』『助成研究』等の雑誌を見た

　　　オ　研究者間の口コミで知った

　　　カ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※　5ページの『10 研究経費の所要額（助成金申込額）の内訳』記入の際にご参照下さい。
	費　 目
	使　　途　　内　　訳

	設備備品
	研究に必要な設備・機械・器具・備品を購入する経費。（据付費を含む）

	消耗品費
	研究に必要な試料・部品・文房具等の消耗品を購入する経費。

	借料損料
	研究に必要な設備・機械・器具・備品の借料および損料。計算機や計算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの借料。

	資料費
	研究に必要な書籍・文献等を購入する経費。

	印刷費
	研究に必要な書類あるいは成果の印刷費、複写費、製本費。

	旅　費
	研究のために必要な学会出席、研究者間打合せ等の旅費、宿泊費。

	謝礼金
	研究への助言・協力や、作業補助に対する謝礼金（品）。但し、給与としての人件費は
認めない。

	その他
	会議費、会議参加費、その他上記に属さないもの。


①全ページをPDFで保存のうえ送信　　②１ページについては押印済みのものをスキャンのうえPDFで送信　③添付書類・過去の発表論文はPDFで送信　   【e-mail �HYPERLINK "mailto:refec@js4.so-net.ne.jp】"�refec@js4.so-net.ne.jp】�
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